
令和２年度倉吉市健全化判断比率

修正前 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率
－

(－3.23)
－

(－12.75)
11.6 88.3

早期健全化基準 12.84 17.84 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0

修正後 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率
－

(－3.23)
－

(－12.75)
11.6 89.2

早期健全化基準 12.84 17.84 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0

※実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は「－」で表示となる。

※（　　）内は、実質黒字または連結実質黒字の比率を負の値で表示したもの。


